
令和7年度 事業計画 

公益社団法人 日本皮膚科学会 



令和 7年度 日本皮膚科学会 事業計画 

 

1．学術大会、講習会、その他の研究集会の開催 

 （1）総会、学術大会 

  ・第 124回日本皮膚科学会総会 

    会頭：石河 晃（東邦大学） 

    会期：令和 7年 5月 29日（木）～1日（日） 

   場所：パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

・第 89回日本皮膚科学会東部支部学術大会 

会長：河野 通浩（秋田大学） 

    会期：令和 7年 9月 27日（土）～28日（日） 

    場所：秋田キャッスルホテル，秋田市にぎわい交流館 AU（秋田県・秋田市） 

 

・第 89回日本皮膚科学会東京支部学術大会 

会長：須賀 康（順天堂大学付属浦安病院） 

    会期：令和 7年 11月 15日(土) ～16日(日) 

    場所：京王プラザホテル（東京都・新宿区） 

 

  ・第 76回日本皮膚科学会中部支部学術大会 

    会長：加藤 則人（京都府立医科大学） 

    会期：令和 7年 10月 25日(土) ～ 26日(日) 

    場所：国立京都国際会館（京都府・京都市） 

 

・第 77回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

  会長：青山 裕美（川崎医科大学） 

会期：令和 7年 10月 18日(土) ～19日(日) 

    場所：岡山コンベンションセンター（岡山県・岡山市） 

 

・上記のとおり日本皮膚科学会総会及び支部学術大会の運営を本部にて実施し、総会の講演につ

いては E-learningを実施 

 

（2）講習会 

・必須（春） 

    日時：令和 7年 6月 8日(日) 9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催  

 

・必須（夏） 

日時：令和 7年 8月 30日（土）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 



・必須（冬） 

日時：令和 8年 1月 11日（日）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・選択（夏） 

日時：令和 7年 8月 31日（日）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・選択（冬） 

日時：令和 8年 1月 10日（土）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・東部支部企画 

日時：令和 7年 9月 28日（日）14：45～16：45 

 場所：秋田キャッスルホテル，秋田市にぎわい交流館 AU（秋田県・秋田市）※現地開催のみ 

 

・東京支部企画 

  日時：令和 7年 11月 16日（日） 時間未定 

  場所：京王プラザホテル（東京都・新宿区）※現地開催のみ 

 

・中部支部企画 

日時：令和 7年 10月 26日（日） 時間未定 

    場所：国立京都国際会館（京都府・京都市）※現地開催のみ 

 

・西部支部企画 

日時：令和 7年 10月 17日（金） 時間未定 

場所：岡山コンベンションセンター（岡山県・岡山市）※現地開催のみ 

 

（3）研修会 

  ・皮膚悪性腫瘍指導専門医研修会 

日時：令和 7年 6月 28日（土）15：10～17：10予定 

場所：グランドメルキュール札幌大通公園（北海道）＋オンライン 

 

 

・美容皮膚科・レーザー指導専門医研修会 

日時：令和 7年 8月 17日（日）15：45～17：45予定 

場所：大阪国際会議場（大阪府・大阪市）＋オンライン 

 

 

 



（4）第 10回皮膚科サマースクール 2025 

     日時：令和 7 年 7月 20日（日）～21日（月・祝）  

    場所：札幌プリンスホテル（北海道・札幌市） 

 

（5）Clinical Dermatology Leadership Seminar 2025 

日時：令和 7年 10月 11日(土) ～12日(日) 

場所：秋田キャッスルホテル（秋田県・秋田市） 

 

（6）スペシャリティーナース講習会   

    日時：令和 7 年 6月 1日（日）14:30～16:30 

場所：パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

2．機関誌その他の刊行物の発行 

  ・日本皮膚科学会雑誌（第 135巻） 

     月刊邦文誌、臨時増刊（年 1回） 計 年 13回刊行 

  

・The Journal of Dermatology（Vol.52） 

     月刊英文誌  計 年 12回刊行 

 

  ・西日本皮膚科（西部支部）（Vol.87） 

     偶数月（隔月） 計 年 6回刊行 

 

  ・JDA Letter 

     季刊誌  計 年 4回刊行 

 

3．内外の関連する団体との連携 

  ・「ひふの日」（11月 12日）を中心にした一般市民向けの啓発事業の展開 

   各都道府県において、講演会、健康相談、無料診断、広報活動等を実施 

 

・依頼があった皮膚科関連学会の総会等の大会運営支援を実施 

 

4．皮膚科学に関する調査研究及び治療ガイドライン等の作成 

・医薬品等による副作用の症例の収集及び医薬品等のより良い使用方法の周知 

 

・AI及び遠隔診療の各委員会による検討 

 

・ICT医療等の研究の検討 

 

・各種ガイドライン及びマニュアル等の新規作成・改訂作業の実施 

 

 

 



5．専門医の認定及び皮膚科医研修施設の指定 

（1）専門医認定 

①認定試験の実施 

・第 33回皮膚科専門医認定試験 

日時：令和 7年 12月 14日 

場所：東京国際フォーラム（東京都・千代田区） 

 

・第 19回皮膚悪性腫瘍指導専門医認定試験 

日時：令和 8年 1月 

場所：未定（東京都内） 

 

・第 19回美容皮膚科・レーザー指導専門医認定試験 

日時：令和 8年 1月 

場所：未定（東京都内） 

 

②関連事業 

・機構専門医制度における各種対応 

 

（2）研修施設 

 ・主研修施設及び研修施設の更新、取消等の実施 

 

6．皮膚科学に関する教育、研究の奨励及び業績の表彰  

・皮膚疾患ケア看護師制度の認定 

 

・留学支援制度の実施 

 

・皮膚科教育コンテンツの充実 

 

・研究者の養成を目的とした助成事業 

 

・日本皮膚科学会皆見省吾記念賞 

受賞者： 箕輪 智幸／札幌医科大学 

受賞論文：Single-cell profiling of acral melanoma infiltrating lymphocytes reveals 

a suppressive tumor microenvironment 

Science Translational Medicine 16巻 776号 eadk8832 2024． 

    

・日本皮膚科学会・雑誌論文賞 

受賞者： 草野 美沙希／福島県立医科大学 

受賞論文：過去 20年間に当科で経験した結節性紅斑における，基礎疾患および 

関連因子の変遷 

日本皮膚科学会雑誌 第 134巻第 12号 3001-3009,2024 

 



・The Journal of Dermatology Best Paper Prize（2024） 

受賞者： 和泉 光晃（Teruaki Izumi）／埼玉医科大学国際医療センター・昭和大学 

受賞論文：Favorable efficacy of S-1 treatment for locoregionally advanced cutaneous 

squamous cell carcinoma in the head and neck region 

The Journal of Dermatology,Volume51, Issue2, 271-279,2024 

 

・Master of Dermatology 

受賞者： 池田 志斈／順天堂大学名誉教授 

受賞テーマ：分子遺伝学の進展と皮膚科学への貢献：我々の試みと共に振り返る 

 

・日本皮膚科学会基礎医学研究費の授与 

受領者： 斎藤 勇輝／新潟大学 

研究課題：スティーヴンス・ジョンソン症候群/中毒性表皮壊死症における PANoptosisの 

病態解明と治療標的の探索 

 

受領者： 高橋 岳浩／東北大学 

研究課題：円形脱毛症の病態機序における性差についての検討 

 

受領者： 中村 貴之／筑波大学 

研究課題：皮膚バリア破壊による皮膚腫瘍の増殖促進機構の解明 

 

受領者： 端本 宇志／防衛医科大学校 

研究課題：肥満細胞・好塩基球を介さない、IgEによる痒み発生機序の解明 

 

受領者： 中村 元樹／名古屋市立大学 

研究課題：免疫療法下メルケル細胞癌における三次リンパ様構造の空間的オミクス解析 

 

受領者： 平野 智子／京都大学 

研究課題：腫瘍拒絶抗原特異的 CD8+T細胞マーカーに基づく PD-1 阻害薬治療の効果予測 

 

・日本皮膚科学会炎症性皮膚疾患研究費の授与 

受領者： 吉岡 華子／大阪大学 

研究課題：乾癬の病変部非病変部の境界を形成する因子の解明 

 

・日本皮膚科学会皮膚医学研究基金の授与 

受領者： 渡邉 美佳／北海道大学 

研究課題：創傷・代謝による幹細胞記憶と皮膚恒常性の解明 

 

受領者： 中溝 聡／京都大学 

研究課題：アトピー性皮膚炎における生活環境ストレス応答の網羅的解析 

 

 

7．皮膚科学に関する国際的な研究協力の推進 

・皮膚科関連国際会議出席 

 

・ILDS（国際皮膚科連盟）活動に対し資金援助及び協力 



8．皮膚科学に関する情報の公開 

・日本皮膚科学会ホームページの更新 

 

・皮膚科 Q&Aの改訂準備（英文ページの拡大含む） 

 

・皮膚科広報動画作成 

 

9．その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

・一斉メール配信システム導入に伴う E-mailアドレス登録促進 

 

・日本専門医機構との各種折衝（継続事業） 

以上  
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